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(57)【要約】
【課題】冷却材の形状を安定させることにより、容器の
内部に空気層を生じ難くして、冷却効率を向上させるこ
とを可能とする、布帛用収容体を提供する。
【解決手段】本発明の一実施形態に係る布帛用収容体１
は、携帯型の容器２と、容器２に収容される布帛３に覆
われた状態で容器２に挿入可能な柱状の挿入部材４と、
を備え、挿入部材４は、柔軟性を有する冷却材又は発熱
材である芯材４１と、芯材４１を内包する芯材ケース４
２と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯型の容器と、前記容器に収容される布帛に覆われた状態で前記容器に挿入可能な柱
状の挿入部材と、を備える、布帛用収容体であって、
　前記挿入部材は、柔軟性を有する冷却材又は発熱材である芯材と、前記芯材を内包する
芯材ケースと、で構成される、布帛用収容体。
【請求項２】
　前記芯材ケースが弾性素材で形成される、請求項１に記載の布帛用収容体。
【請求項３】
　前記芯材ケースがシリコーンエラストマー製である、請求項２に記載の布帛用収容体。
【請求項４】
　前記芯材ケースは、円筒形状に形成されるとともに、前記芯材を挿入するための挿入孔
が形成される、請求項１から請求項３の何れか１項に記載の布帛用収容体。
【請求項５】
　前記挿入孔は、前記芯材ケースの上端面の中央部に開口された孔部と、前記孔部から互
いに反対側に延びる二本の挿入溝とで形成される、請求項４に記載の布帛用収容体。
【請求項６】
　前記芯材ケースは、下端面に空気孔が形成される、請求項１から請求項５の何れか１項
に記載の布帛用収容体。
【請求項７】
　前記芯材ケースは、厚みが０．５ｍｍ～３ｍｍで形成される、請求項１から請求項６の
何れか１項に記載の布帛用収容体。
【請求項８】
　前記布帛は、前記挿入部材の外側面のみを覆った状態で前記容器に収容される、請求項
１から請求項７の何れか１項に記載の布帛用収容体。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、保冷状態又は保温状態でタオルやハンカチ等の布帛を収容するための布帛用
収容体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、タオル等の布帛を保冷状態又は保温状態で持ち運ぶための容器が提案されている
（例えば、特許文献１及び特許文献２を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実公平４－１５１１７号公報
【特許文献２】実公平４－１７１１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の特許文献１に記載の容器は、冷却材が袋体に収容されており柔軟性を有している
ために、冷却材の形状を保持することが困難である。このため、冷却材に布帛を巻きつけ
た際に、冷却材と布帛との間に空気層が生じ、冷却効率が落ちるという問題があった。一
方、特許文献２に記載の容器は、冷却材を硬性の内ケースに収容している。この場合、冷
却時に冷却材が膨張するために、冷却材を収容する内ケースを肉厚にする必要があり、表
面冷却効果が下がってしまうという問題があった。また、特許文献２に記載の技術では冷
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却材を内ケース全体に充填する事はないため、冷凍時に上側に空気層が偏ってしまい、そ
の部分での表面冷却効果が下がるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、冷却材の形状を安定させることに
より、容器の内部に空気層を生じ難くして、冷却効率を向上させることが可能となる、布
帛用収容体を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、前述の課題解決のために、以下の布帛用収容体を構成した。
【０００７】
　（１）携帯型の容器と、前記容器に収容される布帛に覆われた状態で前記容器に挿入可
能な柱状の挿入部材と、を備える、布帛用収容体であって、前記挿入部材は、柔軟性を有
する冷却材又は発熱材である芯材と、前記芯材を内包する芯材ケースと、で構成される、
布帛用収容体。
【０００８】
　（２）前記芯材ケースが弾性素材で形成される、（１）に記載の布帛用収容体。
【０００９】
　（３）前記芯材ケースがシリコーンエラストマー製である、（２）に記載の布帛用収容
体。
【００１０】
　（４）前記芯材ケースは、円筒形状に形成されるとともに、前記芯材を挿入するための
挿入孔が形成される、（１）から（３）の何れか一に記載の布帛用収容体。
【００１１】
　（５）前記挿入孔は、前記芯材ケースの上端面の中央部に開口された孔部と、前記孔部
から互いに反対側に延びる二本の挿入溝とで形成される、（４）に記載の布帛用収容体。
【００１２】
　（６）前記芯材ケースは、下端面に空気孔が形成される、（１）から（５）の何れか一
に記載の布帛用収容体。
【００１３】
　（７）前記芯材ケースは、厚みが０．５ｍｍ～３ｍｍで形成される、（１）から（６）
の何れか一に記載の布帛用収容体。
【００１４】
　（８）前記布帛は、前記挿入部材の外側面のみを覆った状態で前記容器に収容される、
（１）から（７）の何れか一に記載の布帛用収容体。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係る布帛用収容体によれば、冷却材の形状を安定させることにより、容器の内
部に空気層を生じ難くして、冷却効率を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係る布帛用収容体を示す斜視図。
【図２】布帛用収容体の断面図。
【図３】布帛用収容体の分解図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施形態に係る布帛用収容体１を図１から図３に基づいて説明する。
図１に示す如く、布帛用収容体１は、携帯型の容器２と、布帛３に覆われた状態で容器２
に挿入可能な柱状の挿入部材４と、を備える。
【００１８】
　容器２は、一方が開口する円筒状の本体部２ａと、本体部２ａの開口部を閉塞可能な蓋
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部２ｂとで構成される。図２に示す如く、本体部２ａは断熱構造であるステンレス真空二
重構造で形成された断熱容器である。なお、容器２として、断熱構造を有しない通常の構
成を採用することも可能である。また、本体部２ａにおける断熱構造として、ガラス真空
二重構造又は中空構造を採用することも可能である。但し、断熱効果、強度、意匠性とい
う点で、本実施形態の如くステンレス真空二重構造を採用することが最も好適である。ま
た、二重構造で形成した容器の内部（二重の側板及び底板の間）に、発泡樹脂又は不織布
で構成した断熱材を収容した断熱構造を採用することも可能である。
【００１９】
　容器２は、携帯性及び収納性という観点より、体積が２６０ｃｍ３から５４０ｃｍ３で
形成されることが望ましい。特に、携帯しやすさという観点より、高さを１２ｃｍ～２１
ｃｍ、半径を３．５ｃｍ～７ｃｍとして円筒形に形成することが望ましい。容器２の蓋部
２ｂには吊り下げ部を形成しても良い。これにより、吊り下げ部を介して布帛用収容体１
を衣服やバッグに吊り下げられる他、布帛用収容体１の使用者が吊り下げ部を把持するこ
とが可能となる。容器２の蓋部２ｂについても、断熱性の確保という観点より、空気断熱
又は真空断熱を用いた断熱構造、又は、断熱材を用いた断熱構造で構成することが好まし
い。
【００２０】
　図２及び図３に示す如く、挿入部材４は、柔軟性を有する冷却材である芯材４１と、芯
材４１を内包する芯材ケース４２と、で構成される。収納性と冷却効果、流通性という点
で、挿入部材４の体積は４０ｃｍ３から１５０ｃｍ３で形成されることが望ましい。
【００２１】
　本実施形態に係る芯材４１は、保冷剤、ペルチェ素子、吸熱反応を生じさせるための硝
酸アンモニウム、ドライアイス、液体窒素等を採用することができる。また、芯材４１に
保冷剤を採用する場合は、高吸水性ポリマー、増粘多糖類、ＣＭＣ、ＲＯ水等を用いるこ
とが可能である。この際、保冷時間と価格の点で、高吸水性ポリマーを保冷剤として採用
することが望ましい。保冷剤には、０℃で凍る冷凍ゲルタイプ、０℃で凍らない不凍ゲル
タイプ、０℃でシャーベット状になるシャーベットタイプがあるが、冷却性能と低価格と
いう点で冷凍ゲルタイプが望ましい。
【００２２】
　本実施形態において、芯材４１は保冷剤が収容された矩形の袋が屈曲されて用いられる
。保冷剤を収容する袋の寸法は、縦５ｃｍ～１０ｃｍ、横１０ｃｍ～１２ｃｍが望ましい
。
【００２３】
　図３に示す如く、本実施形態において芯材ケース４２の外形は、容器２の本体部２ａの
内形状よりも軸方向長さの短い円筒形状に形成される。なお、芯材ケース４２の形状は芯
材４１を内方できるものであれば何でもよく、円筒形状の他に、球状、角柱状等の形状を
採用することも可能である。芯材ケース４２の体積は、容器２への収納性という観点で、
容器２の収納部体積に対して１／１０～１／３とすることが望ましい。
【００２４】
　芯材ケース４２の材質は、シリコーンエラストマー、アクリル系エラストマー、オレフ
ィン系エラストマー、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリスチレン、ポリカーボネート
、ポリアセタール等が採用される。芯材ケース４２としては、芯材４１との密着性を高め
るために、弾性素材を採用することが好ましい。芯材ケース４２は、低温性能、耐衝撃性
、人体安全性、耐熱性、低コストという理由でシリコーンエラストマーを採用することが
最も望ましい。また、芯材ケース４２は、冷却性能を維持するため、厚みを０．５ｍｍ～
３ｍｍで形成することが好ましい。
【００２５】
　図３に示す如く、芯材ケース４２の上端面には、芯材４１を挿入するための挿入孔が形
成されている。挿入孔は、芯材ケース４２の上端面の中央部に開口された円形の孔部４３
ａと、孔部４３ａから互いに反対側に延びる二本の挿入溝４３ｂとで形成される。芯材ケ
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ース４２は弾性部材で形成されているため、図３中の仮想線に示す如く、挿入溝４３ｂを
広げて挿入孔を大きくすることにより、芯材４１を芯材ケース４２の内部に挿入すること
ができる。本実施形態においては、図３に示す如く挿入孔の形状を芯材４１の断面形状よ
りも小さくすることにより、芯材４１が芯材ケース４２から抜け出ることを防止している
。また、芯材ケース４２は、下端面に空気孔を形成することも可能である。この空気孔を
介して芯材ケース４２に空気が流入、又は、芯材ケース４２から空気が流出するため、芯
材ケース４２に芯材４１を出し入れし易くすることができる。
【００２６】
　本実施形態に係る布帛用収容体１においては図１から図３に示す如く、布帛３は挿入部
材４の側面に巻き付けた状態で容器２に収容される。即ち、挿入部材４は、布帛３に覆わ
れた状態で容器２に挿入される。布帛３を構成する生地は木綿、紙等の天然繊維、又は、
ポリエステル等の化学繊維を採用することができる。布帛３はおしぼりとして地肌に触れ
て使用されることが多いため、安全性という点で天然繊維を採用することが望ましい。
【００２７】
　布帛３としては、タオル、ハンカチ、ウエス等が採用される。布帛３として使い捨ての
ウェットティッシュや不織布を採用することも可能である。冷却効果と吸水性という観点
からは、布帛３として木綿タオルを採用することが望ましい。布帛３のサイズは、容器２
における収納性、顔面を覆う範囲、流通性という理由で縦１９ｃｍ～３６ｃｍ、横１９ｃ
ｍ～３６ｃｍに形成された矩形のハンドタオルを採用することが望ましい。
【００２８】
　布帛用収容体１を使用する際に、布帛３は吸水状態と乾燥状態とのうちどちらで使用し
ても良いが、冷感効果を高めるためには吸水状態で使用することが望ましい。布帛３を織
物で構成する場合、その織り方は平織り、綾織、朱子織、ジャカード織、パイル織、模紗
織、クロス織、ワッフル織、リブ織等何でも良い。吸水性と肌触りの観点からは、布帛３
をパイル織またはワッフル織で構成することが望ましい。
【００２９】
　上記の如く、本実施形態に係る布帛用収容体１は、冷却材である芯材４１を備えた挿入
部材４を布帛３で覆った状態で容器２に収容している。このため、布帛用収容体１におい
ては布帛３を低温で維持することができる。即ち、布帛用収容体１を炎天下で使用した場
合でも、布帛３の保冷効果を持続させることが可能となる。
【００３０】
　また、本実施形態に係る布帛用収容体１によれば、挿入部材４を、柔軟性を有する芯材
４１と、芯材４１を内包する芯材ケース４２と、で構成している。このため、本実施形態
の如く柔軟性を有する素材で芯材４１を構成した場合でも、芯材ケース４２により、挿入
部材４の形状を円筒形状に保持することが可能となる。これにより、挿入部材４に布帛３
を巻きつけた際に、挿入部材４と布帛３との間に空気層を生じ難くすることができるため
、冷却効率の低下を抑制できる。即ち、容器２の内部に空気層を生じ難くして、冷却効率
を向上させることが可能となる。
【００３１】
　また、布帛用収容体１によれば、芯材ケース４２を弾性素材で形成しているため、芯材
４１を内包した際に芯材ケース４２が伸びて薄肉となり、表面冷却効果を向上させること
ができる。さらに、芯材４１が膨張した場合には、芯材ケース４２が芯材４１の形状変化
に追従するため、空気層を小さくして表面冷却効果を向上させることができる。また、芯
材ケース４２に衝撃吸収力を持たせることが可能となり、芯材４１が破れることを防止で
きる。
【００３２】
　本実施形態において、布帛３は使用後に容器２に入れる事で再度冷却される。このよう
に、本実施形態に係る布帛用収容体１においては、容器２によって、冷却剤の冷却効果を
長時間維持する構成としている。
【００３３】
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　また、布帛３は挿入部材４の外側面のみを覆った状態で容器２に収容されている。この
ため、布帛３を容器２から取り出す際に、挿入部材４を容器２に留めさせて、布帛３のみ
を取り出すことができる。このため、布帛３を容器２に収容する際は、図２に示す如く布
帛３の上端部が挿入部材４よりも高く位置することが好ましい。
【００３４】
　なお、挿入部材４の底面を、容器２の内周底面における中央部に着脱可能に構成するこ
とも可能である。これにより、布帛３を容器２から取り出す際に、挿入部材４を容器２に
留めさせて、布帛３のみを取り出すことができる。
【００３５】
　本実施形態において、芯材４１は布帛３を冷却するための構成とされているが、芯材４
１として柔軟性を有する発熱材を用いることにより、布帛３を温める構成とすることも可
能である。即ち、芯材４１を酸化鉄、アルミ＋酸化カルシウム、ペルチェ素子、ゲル化剤
等、熱を発生させる構成とすることにより、布帛用収容体１において布帛３を高い温度（
５０度から７０度程度）で維持することができる。即ち、布帛用収容体１を寒冷な状況で
使用した場合でも、布帛３の保温効果を持続させることが可能となる。
【００３６】
　このように、本実施形態に係る布帛用収容体１は、冷却材又は発熱材である芯材４１を
備える挿入部材４を容器２の内部に収容して、容器２において温度を維持する機能を高め
る構成としている。これにより、保冷状態又は保温状態の布帛３で挿入部材４を覆って容
器２に収容した場合に、布帛３の保冷／保温効果を持続させることができる。また、布帛
用収容体１においては、布帛３を挿入部材４に巻き付けた状態で容器２に収容して取り出
しやすくすることにより、布帛３をすぐに使用可能とすることができる。
【符号の説明】
【００３７】
　　　１　　布帛用収容体           　　　２　　容器                   
　　　２ａ　本体部                 　　　２ｂ　蓋部                   
　　　３　　タオル（布帛）         　　　４　　挿入部材               
　　４１　　芯材                   　　４２　　芯材ケース             
　　４３ａ　孔部                   　　４３ｂ　挿入溝                 
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